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要 旨

fMRIによる感情のブレインデコーディングにおける OASISの

評価

山中 康寛

近年，Brain Computer Interface(BCI) の実現に向けて，脳活動から人間の感情を推定

する脳情報デコーディングの研究が活発である．小林や高橋は，人間の感情推定の研究

として画像から誘発される快・不快感情の推定 [1][2] を行った．この研究で用いられた

呈示画像は，あらかじめ感情指標が示された画像セット International Affective Picture

System(IAPS)[3]であるが，モノクロの戦争時の画像といったやや古い画像が多く含まれて

いる．一方，2016年にOpen Affective Standardized Image Set(OASIS)[4]が感情研究のた

めのデータセットとして公開された．OASISは 2015年にデータ収集され，感情指標である

Valence値 (快の誘発度)と Arousal値 (覚醒度)が，より現代の快感が反映されていると考

えられる．そこで，本研究では，fMRIを用いた感情研究に対するOASISの有効性を確かめ

るために，IAPSとOASISの両方を用いたデコーディングを行い，その結果から両者の間の

類似性，相違点などを検証する．実験には functional Magnetic Resonace Imaging(fMRI)

を用いて脳活動を撮像・計測し，Statistical Parametric Mapping(SPM)を用いて有意水準

p＜ 0.001から 0.01での t検定から統計解析を行い，賦活領域を特定する．有意差がある

とした賦活領域のボクセルを学習データとして，Support Vector Machine(SVM)による機

械学習から識別器を生成，クロスバリデーション法を用いて識別率を求める．快・不快画像

の識別率の結果は IAPSで 60%，OASISで 70%となり，OASISでの識別率は IAPSに比

べ 10ポイント高くなった．このことから，OASISを用いた際の快・不快感情の識別では，

IAPSと同等かそれ以上の識別が可能であると結論づける．
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Abstract

Decoding of human emotion Induced by OASIS using fMRI

Yasuhiro Yamanaka

Brain-computer interface(BCI) is an important issue for disabled people or com-

ing aging population．For BCI，brain decoding is an interested study using fMRI．

Kobayashi and Takahashi studied the decoding of human emotion induced by visual

stimuli using fMRI brain signal．The presented image used in previous research is ob-

tained from International Affective Picture System(IAPS)．IAPS images have emotional

index in advance．However，they are slightly old images．In this research，emotion esti-

mate is performed using the Open Affective Standardized Image Set(OASIS) published

in 2016 as a new image set．OASIS data were collected in 2015，and thus OASIS fea-

tures more current images and reflects more current ratings of valence and arousal than

those of IAPS．In order to compare IAPS and OASIS，decoding is performed using both

IAPS and OASIS．This study uses functional Magnetic Resonance Imaging(fMRI) to

measure brain activity．Statistical Parametric Mapping(SPM) using t-test(significant

level p＜ 0.001) to find activation area．Voxel of the activation area are used as training

data for machine learning．Support vector machine (SVM) is used for machine learning

and cross validation is used for evaluation．The result shows that the accuracy is 60% in

IAPS and 70% in OASIS．OASIS was 10 points higher than IAPS．Therefore，accuracy

is improved when using OASIS than using IAPS．

key words brain decording，functional magnetic resonance imaging，support vector

machine，open affective standardized image set(OASIS)
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第 1章

序論

人間の情動研究には身体的変化から推定を行なっていたが，近年では，脳活動から人間の

感情を推定する脳情報デコーディングの研究が活発である．小林らの研究 [2]では，画像か

ら誘起される感情の推定を行い，大きな感情を誘発する画像に対して感情推定が可能と結論

づけており，高橋らの研究 [1]では，画像から誘発される快・不快感情の識別を行い，個人

差は存在するが感情の識別が可能としている．人間の感情推定が発展するにつれ，頭の中

で体を動かそうと意識するだけで義手の操作が可能になるといった BCIの処理に応用でき

ると考えられる．これまでの研究では，IAPS(International Affective Picture System)[3]

を感情を誘発する画像として用いていたが，これらは初出が古く，数十年前の戦時のモノク

ロ画像など，現代生活をしている人が共感しにくい画像も多い．一方，2015年に収集され

た Open Affective Standardized Image Set(OASIS)[4] が近年公開され，感情に関する研

究用画像として新たに用いることできるようになっている．そこで，本研究では，IAPSと

OASISを fMRI脳情報デコーディング研究に用いる際の影響を明らかにするために，これ

ら 2つのデータセットを用いた比較を行う．第 2章では，既存の研究として，脳情報デコー

ディングに関する研究と感情的画像データセットに関する研究について示す．第 3章では，

fMRIを用いた被験者実験の概要，実験に用いる画像の選定条件，実験デザイン，SPMを用

いた解析方法，SVMを用いた機械学習での識別率の算出について示す．第 4章では，IAPS

と OASISの快・不快画像呈示時の各被験者の脳活動と識別率を示し，結果から考察を述べ

る．第 5章では，本研究全体のまとめを結論として示す．
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第 2章

既存の研究

2.1 脳情報デコーディングに関する研究

脳情報デコーディングとは，人がものを見た時や知覚した時の脳活動を fMRIで撮像し，

その時の心情と脳活動のパターンを機械学習させることで，その人が知覚した内容を脳活動

から推定する技術である．脳活動の計測に用いる fMRIは，非侵襲的に脳活動を計測するこ

とが可能で空間分解能に優れている．小林ら [2]は，回帰モデルを用いた画像から誘起され

る感情の推定を行い，大きな感情を誘発する画像に対して感情推定が可能と結論づけてい

る．高橋ら [1]は，画像から誘発される快・不快感情の識別を行い，個人差は存在するが画

像から誘起される快・不快感情は，脳情報デコーディングより感情識別が可能としている．

また，機械学習アルゴリズムには SVM を用いており，最も高い精度を示している．SVM

は 1990年代に V.Vapnikらが提案した 2クラス分類問題の代表的手法で，未知データに対

して高い予測精度を持つ分類器が構築可能である [6]．

2.2 感情的画像データセットに関する研究

2.2.1 IAPS（International Affective Picture System）

IAPS(国際感情画像システム)は国際標準の情動を喚起する画像データセットとして，心

理学などの情動研究において広く用いられている．IAPSには日常生活で目にする物体や風

景画像，非日常的なホラー画像やヌード画像などが含まれており，各画像には感情指標であ

る Valence値 (快の誘発度)と Arousal値 (覚醒度)が設定されている [3]．感情指標はアメ
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2.2 感情的画像データセットに関する研究

リカ人を対象に設定されているため，日本人を対象とした IAPSの指標に対する実験が行わ

れている．阿久津らは IAPSの Valence値と Arousal値の 2つの指標に関して日本人大学

生を対象に検証しており，IAPSから画像を選定して被験者実験を行い，2つの指標の測定

値とオリジナルの値と比較した．結果として，日本人に対してもオリジナルの感情指標と同

等の情動価を得られるとしている [5]．

2.2.2 OASIS（Open Affective Standardized Image Set）

OASIS は Benedek Kurdi らにより 2016 年に発表された感情誘起画像である．データ

セットは動物，物体，人間，風景の 4つのカテゴリーから構成されており，カテゴリー別に

200枚程度のデータを含んでいる．刺激セットは 2015年にデータ収集されたため，既存の

刺激セットよりも現代の快感を含んだ画像を多く含んでいる．また，IAPSに適用されてい

る著作権の制限を受けないため，オンライン及びオフラインでの調査研究において自由に使

用することが認められている [4]．
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第 3章

実験

3.1 実験概要

本実験では，あらかじめ感情指標が定められた画像セットである IAPS と OASIS から，

快画像 24枚，不快画像 24枚ずつを選定し，IAPSのみで構成された試行と OASISのみで

構成された試行を交互に呈示し，脳活動を撮像する．

3.2 被験者

被験者は心身ともに健康な 18 歳の 2 名 (うち男性 1 名と女性 1 名)，20 代の 8 名 (うち

男性 5 名と女性 3 名) の計 10 名である．各被験者は実験前に，本研究の実験目的と内容，

fMRI装置の安全性，個人情報保護についての説明を行い，同意を得た上で行う．また，未

成年である被験者は保護者の同意の上で行う．

3.3 呈示画像

IAPS から選定した男性用の快・不快画像の詳細を表 3.1，表 3.2 に示し，OASIS から

選定した女性用の快・不快画像の詳細を表 3.3，表 3.4 に示す．呈示する画像は，IAPS と

OASISから Valence値の上位 2段階から快画像，下位 2段階から不快画像を選定する．具

体的な画像内容は，男性の快画像では，女性の裸体といった性的な画像，犬や猫などの癒し

画像，美しい風景画像，スノーボードやラフティングといったアクティブな画像が含まれる．

不快画像には火傷を負った男性や血のついたナイフといったグロテスクな画像，ゴキブリと
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3.3 呈示画像

いった虫画像が含まれる．女性の快画像では，カップルのラブシーンや，家族や親子の笑っ

た画像，犬や猫などの癒し画像が含まれる．また，不快画像には子供や女性の泣き顔の画

像，負傷した動物や虫画像が含まれている．
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3.3 呈示画像

表 3.1 IAPSより選定した男性の呈示画像

快画像 不快画像

画像番号 Valence値 Arousal値 画像番号 Valence値 Arousal値

1710 8.02 5.53 2703 2.33 5.73

2340 7.65 5.35 2811 2.84 6.31

4002 7.69 7.15 3000 1.69 6.74

4007 7.7 7.39 3001 2.1 5.85

4008 7.75 6.94 3015 1.83 5.54

4071 7.37 6.78 3053 1.5 6.2

4141 7.46 6.73 3064 1.78 5.44

4225 7.57 6.94 3067 2.1 6.7

4664 7.99 7.72 3069 2.1 6.7

4680 7.73 5.94 3071 2.06 6.61

5260 7.47 6 3080 1.63 6.84

5621 7.28 6.96 3100 1.88 5.88

5623 7.12 5.56 3170 1.77 6.79

5700 7.7 5.94 3195 2.56 6.23

7230 7.42 5.81 3266 1.98 5.85

7350 7.08 5.4 6230 2.73 7.1

7405 7.08 6.03 6313 2.43 6.54

7502 7.3 5.74 6415 2.81 5.86

7508 7 5.1 7380 2.61 5.53

8030 7.29 7.32 9040 1.88 5.1

8185 7.32 7.06 9322 2.64 5.8

8190 8.13 6.41 9410 1.96 6.38

8380 7.25 6.02 9414 2.43 6.36

8420 7.61 5.71 9921 2.6 6.09
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3.3 呈示画像

表 3.2 OASISより選定した男性の呈示画像

快画像 不快画像

画像番号 Valence値 Arousal値 画像番号 Valence値 Arousal値

59 6.22 6.56 82 2.04 1.7

60 6.09 6.5 83 2.4 2.07

65 5.89 6.21 120 1.95 1.78

122 5.68 5.69 121 2.19 1.72

133 5.49 6.11 167 2.34 2.21

134 5.95 6.41 169 2.36 2.22

256 6.16 6.74 210 1.49 1.2

262 6.1 6.53 234 1.68 1.55

268 5.91 6.41 276 1.42 1.16

339 5.95 6.22 287 1.19 1.12

340 5.59 5.98 319 2.32 1.57

345 5.59 6.22 323 2.48 1.88

459 5.79 6.21 324 1.98 1.42

463 6.24 6.54 437 2.04 1.93

466 6.19 6.63 438 2.16 2.02

505 5.89 6.27 440 1.49 1.32

508 5.78 6.25 531 2.02 2.03

575 5.48 4.84 631 2.4 2.24

576 5.95 4.57 696 2.39 2.24

581 5.82 4.06 714 2.12 1.39

616 5.98 6.51 740 2.09 1.73

620 5.83 6.37 770 2.69 2.14

743 5.95 6.49 864 1.82 1.69

883 5.73 5.84 869 1.64 1.2
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3.3 呈示画像

表 3.3 IAPSより選定した女性の呈示画像

快画像 不快画像

画像番号 Valence値 Arousal値 画像番号 Valence値 Arousal値

1710 8.02 5.53 2703 2.33 5.73

2340 7.65 5.35 2811 2.84 6.31

4002 7.69 7.15 3000 1.69 6.74

4007 7.7 7.39 3001 2.1 5.85

4008 7.75 6.94 3015 1.83 5.54

4071 7.37 6.78 3053 1.5 6.2

4141 7.46 6.73 3064 1.78 5.44

4225 7.57 6.94 3069 2.1 6.7

4664 7.99 7.72 3071 2.06 6.61

4680 7.73 5.94 3080 1.63 6.84

5260 7.47 6 3100 1.88 5.88

5621 7.28 6.96 3170 1.77 6.79

5623 7.12 5.56 3195 2.56 6.23

5700 7.7 5.94 3266 1.98 5.85

7230 7.42 5.81 6230 2.73 7.1

7350 7.08 5.4 6313 2.43 6.54

7405 7.08 6.03 6415 2.81 5.86

7502 7.3 5.74 6520 2.45 5.85

7508 7 5.1 7380 2.61 5.53

8030 7.29 7.32 9040 1.88 5.1

8185 7.32 7.06 9322 2.64 5.8

8190 8.13 6.41 9410 1.96 6.38

8380 7.25 6.02 9414 2.43 6.36

8420 7.61 5.71 9921 2.6 6.09
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3.3 呈示画像

表 3.4 OASISより選定した女性の呈示画像

快画像 不快画像

画像番号 Valence値 Arousal値 画像番号 Valence値 Arousal値

59 6.22 6.56 82 2.04 1.7

60 6.09 6.5 83 2.4 2.07

65 5.89 6.21 120 1.95 1.78

122 5.68 5.69 121 2.19 1.72

133 5.49 6.11 167 2.34 2.21

134 5.95 6.41 169 2.36 2.22

256 6.16 6.74 210 1.49 1.2

262 6.1 6.53 234 1.68 1.55

268 5.91 6.41 276 1.42 1.16

339 5.95 6.22 287 1.19 1.12

340 5.59 5.98 319 2.32 1.57

345 5.59 6.22 323 2.48 1.88

459 5.79 6.21 324 1.98 1.42

463 6.24 6.54 437 2.04 1.93

466 6.19 6.63 438 2.16 2.02

505 5.89 6.27 440 1.49 1.32

508 5.78 6.25 531 2.02 2.03

575 5.48 4.84 631 2.4 2.24

576 5.95 4.57 696 2.39 2.24

581 5.82 4.06 714 2.12 1.39

616 5.98 6.51 740 2.09 1.73

620 5.83 6.37 770 2.69 2.14

743 5.95 6.49 864 1.82 1.69

883 5.73 5.84 869 1.64 1.2
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3.4 実験デザイン

3.4 実験デザイン

被験者に呈示する実験デザインを図 3.1に示す．1試行で 132秒間 (44スキャン)の撮像

を行う．撮像開始後 15秒間の注視点を含む黒背景のレストを挟む．その後，快・不快画像 3

枚ずつを 9秒間 (3スキャン)ランダムに呈示する．各画像間にはレストを 9秒間 (3スキャ

ン)挟み，これを 1試行分とする．IAPSのみで構成された試行を 8試行，OASISのみで構

成された試行を 8試行を交互に行い，合計 16試行を行う．各試行の快・不快画像の呈示順

を表 3.5に示し，快画像=⃝，不快画像=×で表す．また，呈示順は男女共通である．

図 3.1 実験デザイン (1試行分)
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3.5 事後アンケート

表 3.5 快・不快画像呈示順

試行番号 Image1 Image2 Image3 Image4 Image5 Image6

1試行目 × ⃝ × ⃝ ⃝ ×

2試行目 × ⃝ × ⃝ ⃝ ×

3試行目 ⃝ × ⃝ × × ⃝

4試行目 ⃝ × ⃝ × × ⃝

5試行目 ⃝ × ⃝ ⃝ × ×

6試行目 ⃝ × ⃝ ⃝ × ×

7試行目 × × ⃝ × ⃝ ⃝

8試行目 × × ⃝ × ⃝ ⃝

9試行目 × ⃝ ⃝ × × ⃝

10試行目 × ⃝ ⃝ × × ⃝

11試行目 ⃝ ⃝ × × × ⃝

12試行目 ⃝ ⃝ × × × ⃝

13試行目 ⃝ × ⃝ ⃝ × ×

14試行目 ⃝ × ⃝ ⃝ × ×

15試行目 × ⃝ × ⃝ × ⃝

16試行目 × ⃝ × ⃝ × ⃝

3.5 事後アンケート

実験終了後に各被験者に対して行ったアンケートを図 3.2に示す．実験で呈示した画像順

に 7段階での評定を行い，各被験者の主観的な快の誘発度合いを調査し，被験者が快・不快

と判断した画像に対して解析を行う．
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3.6 解析

図 3.2 被験者アンケート

3.6 解析

各被験者の解析には Statistical Parametric Mapping(SPM)を用いて脳の賦活ボクセル

の特定を行う．SPMは脳機能画像解析用に作成された国際基準の代表的なソフトウェアで

ある [7]．

3.6.1 画像変換

fMRI装置で得られる脳画像はDICOM形式で保存されるため，SPMで解析処理を行うた

めにはAnalyze形式に画像変換する必要があり，フリーソフトウェアであるMRIConvert[9]

を用いて変換する．
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3.6 解析

3.6.2 前処理

画像変換したデータに対して，SPM12を用いて Realignment処理，Normalisation処理，

Smoothing 処理を行う．Realingment処理では，実験中の体の動きや心拍などによる頭部

の動きの補正を行う．最小 2乗法を用いた剛体変換の操作後に，動き補正がなされた fMRI

データをその後の処理のためにスライスし直す．Normalisation処理では，Realingment処

理中に Realign済みの fMRIデータの平均画像が計算されており，その平均画像がMNI標

準脳に合致するように標準化する．Smoothing 処理では，Realignment と Normalisation

の処理の過程で生じたノイズの処理を行う．また，各試行の初めの 6秒 (2スキャン)はノイ

ズが多く含まれているため，前処理前に除去する必要がある [8]．

3.6.3 個人解析

個人解析では，快・不快画像呈示の賦活ボクセルの特定を SPM12 を用いて行う．まず，

前処理後の脳活動データを一般線形モデル (GLM)に取り込む．その後，GLMで生成され

たMATファイルを用いて偏回帰係数の計算を行い，比較したい条件間のコントラストを設

定し，有意水準 p<0.001から 0.01での t検定から統計的に有意差のあるボクセルを特定す

る．コントラストの設定において，比較する条件は以下の 2条件である．

1.「快画像呈示時の脳活動」- 「不快画像呈示時の脳活動」

2.「不快画像呈示時の脳活動」- 「快画像呈示時の脳活動」

SPM より特定した賦活ボクセルは MNI 座標で出力される．特定した賦活ボクセルの詳細

を求めるため，以下の数式を用いてMNI座標を Talairach座標へと変換する．

X’= 0.9900X (3.1)

Y’= 0.9688Y + 0.0460Z (3.2)

Z’= −0.0485Y + 0.9189Z (3.3)
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3.7 機械学習を用いた識別

Talairach 座標への変換後，フリーソフトウェアである Talairach Daemon[10] を用いて賦

活領域の詳細を求める．

3.7 機械学習を用いた識別

学習には SVMを用いて識別器を生成，精度評価にはクロスバリデーションを用いる．学

習データは，個人解析時に有意差のある賦活ボクセルとした座標と輝度をもとに統計量 ROI

ファイルを作成する．その後，学習デコーダである BDTB(Brain Decording Toolbox)[11]

を用いて線形カーネルによる SVMを実装する．識別対象は，各被験者の IAPSと OASIS

における快・不快画像呈示時に有意差のある 2条件の脳活動である．

– 14 –



第 4章

結果・考察

4.1 個人解析および BDTBによる識別率

IAPS と OASIS それぞれに対して機械学習を行い，クロスバリデーションにより算出

した識別率を表 4.1 に示す．表 4.1 より，被験者 10 名の識別率は IAPS でおおよそ 60%，

OASISで 70%となり，IAPSと比べOASISを用いた際の感情の誘発度が大きい．被験者 A，

B，F，G，Hの識別率は OASISと IAPSで差異は見られなかった，被験者 C，D，E，I，

Jでは識別率が 10ポイントから 20ポイントの向上が見られ，被験者 E以外は快・不快の条

件のうちどちらかはチャンスレベル 50%を上回っている．被験者 Eでは，快画像を心地よ

く感じない，不快画像に対して耐性を持っているといった事が考えられる．各被験者の快・

不快画像呈示時の脳活動に対して，SPMによる統計解析から特定した有意差のある賦活領

域を示す．

このことから，OASISを用いた際の快・不快感情の識別では，IAPSと同等かそれ以上の

識別が可能である．また，さらなる識別率の向上には，画像呈示時にリアルタイムでの快・

不快の評定を行うことで，追加実験で被験者に合わせた画像選定が可能となり，より鮮明な

賦活部位が得られると考えられる．将来の展望として，人間の感情推定が可能となれば，個

人の感情をデータ入力としてコンピュータに感情を読み取らせた様々な処理に応用が可能に

なると考えられる．
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4.1 個人解析および BDTBによる識別率

表 4.1 各被験者の快・不快画像識別率

IAPS OASIS

被験者 A 68% 66%

被験者 B 60% 62%

被験者 C 72% 85%

被験者 D 50% 60%

被験者 E 39% 60%

被験者 F 72% 68%

被験者 G 68% 70%

被験者 H 68% 75%

被験者 I 60% 79%

被験者 J 70% 81%

4.1.1 被験者A

IAPS，OASISにおける「快画像呈示時の脳活動」-「不快画像呈示時の脳活動」での有意

差のある賦活領域，「不快画像呈示時の脳活動」-「快画像呈示時の脳活動」での有意差のあ

る賦活領域がそれぞれ得られた．IAPS，OASISでの快・不快画像呈示時の賦活領域の結果

をそれぞれ図 4.1，図 4.2に示す．
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4.1 個人解析および BDTBによる識別率

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.1 被験者 Aの快画像呈示時

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.2 被験者 Aの不快快画像呈示時

4.1.2 被験者 B

IAPS，OASISにおける「快画像呈示時の脳活動」-「不快画像呈示時の脳活動」での有意

差のある賦活領域，「不快画像呈示時の脳活動」-「快画像呈示時の脳活動」での有意差のあ

る賦活領域がそれぞれ得られた．IAPS，OASISでの快・不快画像呈示時の賦活領域の結果
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4.1 個人解析および BDTBによる識別率

をそれぞれ図 4.3，図 4.4に示す．

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.3 被験者 Bの快画像呈示時

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.4 被験者 Bの不快画像呈示時

4.1.3 被験者 C

IAPS，OASISにおける「快画像呈示時の脳活動」-「不快画像呈示時の脳活動」での有意

差のある賦活領域，「不快画像呈示時の脳活動」-「快画像呈示時の脳活動」での有意差のあ
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4.1 個人解析および BDTBによる識別率

る賦活領域がそれぞれ得られた．IAPS，OASISでの快・不快画像呈示時の賦活領域の結果

をそれぞれ図 4.5，図 4.6に示す．

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.5 被験者 Cの快画像呈示時

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.6 被験者 Cの不快画像呈示時

– 19 –



4.1 個人解析および BDTBによる識別率

4.1.4 被験者D

IAPS，OASISにおける「快画像呈示時の脳活動」-「不快画像呈示時の脳活動」での有意

差のある賦活領域，「不快画像呈示時の脳活動」-「快画像呈示時の脳活動」での有意差のあ

る賦活領域がそれぞれ得られた．IAPS，OASISでの快・不快画像呈示時の賦活領域の結果

をそれぞれ図 4.7，図 4.8に示す．

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.7 被験者 Dの快画像呈示時

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.8 被験者 Dの不快画像呈示時
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4.1 個人解析および BDTBによる識別率

4.1.5 被験者 E

IAPS，OASISにおける「快画像呈示時の脳活動」-「不快画像呈示時の脳活動」での有意

差のある賦活領域，「不快画像呈示時の脳活動」-「快画像呈示時の脳活動」での有意差のあ

る賦活領域がそれぞれ得られた．IAPS，OASISでの快・不快画像呈示時の賦活領域の結果

をそれぞれ図 4.9，図 4.10に示す．

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.9 被験者 Dの快画像呈示時

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.10 被験者 Eの不快画像呈示時
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4.1 個人解析および BDTBによる識別率

4.1.6 被験者 F

IAPSにおける「快画像呈示時の脳活動」-「不快画像呈示時の脳活動」での有意差のある

賦活領域は得られなかった．OASISでの「快画像呈示時の脳活動」-「不快画像呈示時の脳

活動」での有意差のある賦活領域，IAPSと OASISでの「不快画像呈示時の脳活動」-「快

画像呈示時の脳活動」での有意差のある賦活領域がそれぞれ得られた．IAPS，OASISでの

快・不快画像呈示時の賦活領域の結果をそれぞれ図 4.11，図 4.12に示す．

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.11 被験者 Fの快画像呈示時
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4.1 個人解析および BDTBによる識別率

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.12 被験者 Fの不快画像呈示時

4.1.7 被験者G

IAPS，OASISにおける「快画像呈示時の脳活動」-「不快画像呈示時の脳活動」での有意

差のある賦活領域，「不快画像呈示時の脳活動」-「快画像呈示時の脳活動」での有意差のあ

る賦活領域がそれぞれ得られた．IAPS，OASISでの快・不快画像呈示時の賦活領域の結果

をそれぞれ図 4.13，図 4.14に示す．
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4.1 個人解析および BDTBによる識別率

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.13 被験者 Gの快画像呈示時

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.14 被験者 Gの不快画像呈示時

4.1.8 被験者H

IAPSにおける「快画像呈示時の脳活動」-「不快画像呈示時の脳活動」での有意差のある

賦活領域は得られなかった．OASISでの「快画像呈示時の脳活動」-「不快画像呈示時の脳

活動」での有意差のある賦活領域，IAPSと OASISでの「不快画像呈示時の脳活動」-「快
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4.1 個人解析および BDTBによる識別率

画像呈示時の脳活動」での有意差のある賦活領域がそれぞれ得られた．快・不快画像呈示時

の賦活領域の結果をそれぞれ図 4.15，図 4.16に示す．

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.15 被験者 Hの快画像呈示時

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.16 被験者 Hの不快画像呈示時
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4.1 個人解析および BDTBによる識別率

4.1.9 被験者 I

IAPS，OASISにおける「快画像呈示時の脳活動」-「不快画像呈示時の脳活動」での有意

差のある賦活領域，「不快画像呈示時の脳活動」-「快画像呈示時の脳活動」での有意差のあ

る賦活領域がそれぞれ得られた．IAPS，OASISでの快・不快画像呈示時の賦活領域の結果

をそれぞれ図 4.17，図 4.18に示す．

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.17 被験者 Iの快画像呈示時

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.18 被験者 Iの不快画像呈示時
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4.1 個人解析および BDTBによる識別率

4.1.10 被験者 J

IAPS，OASISにおける「快画像呈示時の脳活動」-「不快画像呈示時の脳活動」での有意

差のある賦活領域，「不快画像呈示時の脳活動」-「快画像呈示時の脳活動」での有意差のあ

る賦活領域がそれぞれ得られた．IAPS，OASISでの快・不快画像呈示時の賦活領域の結果

をそれぞれ図 4.19，図 4.20に示す．

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.19 被験者 Jの快画像呈示時

IAPS呈示時 OASIS呈示時
図 4.20 被験者 Jの不快画像呈示時
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第 5章

結論

本研究では，感情識別の先行研究 [1]で用いられた IAPSに対して，2016年に発表された

OASISでの比較検証を行った．実験には fMRIを用いて脳活動を撮像・計測し，SPMを用

いて有意水準 p<0.001から 0.01での t検定から統計解析を行い，賦活ボクセルを特定した．

有意差のある賦活領域の座標と輝度を学習データとし，SVMによる機械学習から識別器を

生成，クロスバリデーション法を用いて識別率を求めた．結果として，快・不快画像の識別

率は IAPSで 60%，OASISで 70%となり，OASISでの識別率は IAPSに比べ 10ポイント

高くなった．このことから，OASISを用いた際の快・不快感情の識別では，IAPSと同等か

それ以上の識別が可能である．また，さらなる識別率の向上には，画像呈示時にリアルタイ

ムでの快・不快の評定を行うことで，追加実験で被験者に合わせた画像選定が可能となり，

より鮮明な賦活部位が得られると考えられる．本研究結果から，人間の感情推定が可能とな

れば，コンピュータに感情を読み取らせた様々な処理に応用が可能になると考えられる．
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付録A

実験結果詳細

IAPSと OASIS呈示時に，被験者別の SPM12での個人解析結果を示す．

><<
1

[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.1 被験者 Aの IAPS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.2 被験者 Aの OASIS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.3 被験者 Bの IAPS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.4 被験者 Bの OASIS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.5 被験者 Cの IAPS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.6 被験者 Cの OASIS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.7 被験者 Dの IAPS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.8 被験者 Dの OASIS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.9 被験者 Eの IAPS解析結果

– 39 –



[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.10 被験者 Eの OASIS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.11 被験者 Fの IAPS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.12 被験者 Fの OASIS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.13 被験者 Gの IAPS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.14 被験者 Gの OASIS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.15 被験者 Hの IAPS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.16 被験者 Hの OASIS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.17 被験者 Iの IAPS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.18 被験者 Iの OASIS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.19 被験者 Jの IAPS解析結果
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[1]Pleasant VS Unpleasant [2]Unpleasant VS Pleasant

図 A.20 被験者 Jの OASIS解析結果
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